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4 オーストラリア 図5.6 1990年 - 2020年までの廃棄物部門からの排出量（見通し） ④

5 オーストラリア ①
②

6 オーストラリア 表1.3 GHG排出量予測 ④

1 オーストリア １）人間、動物、植物や自然環境への廃棄物管理の影響を最小化する
２）エネルギーやその他の資源の保全
３）埋立処分量の最小化
４）廃棄物の最終処分は、その次の世代が危険にさらされないと確定したときのみ

①

表5.12 廃棄物部門の対策が2020年に及ぼす影響

（Mt CO2 eq）

施策 2010年 2030年

固形廃棄物の転換 4.5 9.8

埋立地ガス回収 4.0 7.5

排水からのメタン排出 0.6 0.6

合計 9.1 17.9
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2 オーストリア ①

3 オーストリア 【予測】ドイツ連邦環境庁の調査では、残留廃棄物生産は2020年まで毎年増加する
2003-2010：年間 1.5% 増
2010-2015：年間 0.78%増
2015-2020：年間 0.68%増

①

1 べラルーシ 政策、対策にあたる章に、廃棄物部門の項目がない

2 べラルーシ 埋立地でのメタン発生ポテンシャルの研究を新規で行う
（既存の埋立地はバイオガスのポテンシャルを勘案せずに設計・建設されていた）

①

1 ベルギー 「消滅義務の保持、埋立地からのガスの使用についての規制強化」の政策に基づき、各地域
ごとで個別に施策を掲げる

①

2 ベルギー 【施策】地域別
Wallonia地域の有機性廃棄物の投棄を禁止する。この法令とともに、有機性廃棄物の堆肥
化、バイオメタン製造、乾燥、分別収集、新技術の開発など、適切な処理を確保するための
措置を設定する

①

3 ベルギー 【施策】産業廃棄物
・排出管理の義務、埋立地ガスの使用規制の強化
・既存/新規の焼却場のエネルギー効率の改善

①

4 ベルギー 表5.8 CH4：予測
廃棄物分野で最も大きな削減が期待される（主に埋立処分の減少による）
Wallonia地域では、2010年以降有機性廃棄物の投棄を停止した
ガスの回収率は、2002年から一定である

①

1 ブルガリア 電力の生産のために回収メタンを活用する（現時点では、混合物があって変換効率が30%と低
いため活用していない）

①

2 ブルガリア ①
表4.6 廃棄物部門におけるポリシーおよび対策

活動内容 導入の条件2010年GHG年間削減量

埋立処分場からの
回収メタンの電力生成利用

0.09

(Mt)

グリーン証書の採用が前提
追加資金の調達

廃棄物管理部門

政策措置の名前 影響を受ける活動
影響を受ける

GHG
手段 現状

廃棄物管理法1990
廃棄物管理の法規制の枠組み
環境への影響の最小化

CH4, CO2 規制 実装

埋立処分場規制1996 廃棄物埋立の最小化 CH4 規制 実装

埋立監督法1989
廃棄物の埋立地処分を減らす
（汚染土壌浄化の財源使途）

CH4
規制/年度/経
済

実装

廃棄物からの効率的なエネルギー
回収

廃棄物焼却施設からのエネルギー
回収

CH4, CO2 促進 実装

その他のプログラム
廃棄物の予防と再生

廃棄物の防止、エネルギー回収/
リサイクルを高水準で共有

CH4, CO2
自主的/情報/
研究/促進

実装（連続プ
ロセス）

廃棄物の機械的・生物学的処理の
ための最先端の技術

廃棄物処理場の運営保証に優れ
た、技術基準

CH4 標準化 実装

表：分野別の政策や措置の概要
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3 ブルガリア 気候変動政策に適用される可能性がある政治手段：
廃棄物堆積物から発生するガスの管理収集および使用（または燃焼）のための義務などに関
連する廃棄物管理法

①

4 ブルガリア ④

1 カナダ 連邦政府の措置のほとんどは、埋立地ガスに関連している
（具体的には、リサーチ、埋立地ガス排出削減の購買、技術会報の提供、ガイダンスドキュ
メントの作成、埋立地ガス産業の支援、埋立地ガスの調査（隔年）など）

①

2 カナダ より大きく、より最先端の技術を用いた埋立処分場の建設が期待される。埋立地ガスのさら
なる回収を行うことによって、この部門からの排出量を大きく削減する必要がある

①

3 カナダ 固形廃棄物に関する規制の切り替えを意図したコメントが発表された。この提案が制定され
た場合、埋立地ガスを回収および燃焼させるための、大規模な新規埋立地が必要となる（150
万m3の容量、または50,000トン以上の固形廃棄物の受入）

①

1 クロアチア 廃棄物発生量を削減、廃棄物の再利用（リサイクルおよび/または再生）、環境にやさしい方
法で最終処分する

①

2 クロアチア 【廃棄物管理の目標：期間2005-2025年】
・統合された廃棄物管理システムの確立
・既存の埋立地の浄化と閉鎖
・廃棄物で汚染された ホットスポットの浄化
・21の廃棄物管理センターの開発と確立（最終処分する前の前処理も含める）
・廃棄物管理情報システムの確立

①

3 クロアチア ①

4 クロアチア 【計画】
埋立地からのメタン排出量削減のために、統合的廃棄物管理を行う。具体的には、2025年ま
でに総人口をカバーする地方自治体の一般廃棄物収集を組織化する
【見通し】
・リサイクル処分される一般廃棄物はかなりの増加を予定している
・堆積される一般廃棄物および生分解性廃棄物は減少する

①

5 クロアチア 【計画】
2001-2020年期間で、廃棄物量が平均2％上昇との予測に基づき廃棄物管理を行う。具体的に
は、焼却場を建設し、2010年に総廃棄物の20％を、2020年には40％を焼却処分する
【見通し】廃棄物管理のGHG排出量削減の可能性：
2010年　30万t-CO2eq
2020年　50万t-CO2eq

①
③
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6 クロアチア "追加的な措置"には、廃棄物を代替燃料とする発電所の建設が含まれる ①

1 チェコ 主な政策は、埋立地ガスと排水処理プラントからのバイオガスの利用 ①
②

2 チェコ 4.1 対策の一覧と2010年に期待される効果 ①
②

3 チェコ 【予測】
1995年に法令で埋立地における生物分解性廃棄物を制限したことにより、2020年までに56％
減少することが期待される（1999年比較）

①

4 チェコ 【予測】
排水処理プラントからの排出量が2020年までの間、毎年0.5％増加と予想
（要因は、汚水および産業用水域、工場の能力・技術、工業生産の増加、公共下水道システ
ムの容量の拡張など）

②

5 チェコ ①
③

1 デンマーク 温室効果ガスについて最も重要なイニシアチブは、１）埋立処分の改良、２）プラスチック
包装の収集とリサイクルの増加

①

2 デンマーク 【講じた施策】温室効果ガスの排出量削減への貢献を中心に構成：
１）有機廃棄物の埋立を削減
２）埋立地ガスの活用
３）埋立地を覆うガスの酸化促進
４）プラスチックのリサイクル促進
５）廃棄物をエネルギー源として使用

①
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3 デンマーク ④

4 デンマーク 将来の行動は、主に下記の二つで構成される
１）可燃性廃棄物の埋立を継続的に禁止する
２）｢廃棄物戦略2005-2008※｣の実施
　※廃棄物の資源の損失予防や環境への影響だけでなく、質の高い廃棄物処理と効率的な廃
棄物分野を目指す。また、2008年には、埋立地で処分される廃棄物を9％削減、廃棄物の65％
をリサイクルすることを目指す

①

5 デンマーク 1997年1月に可燃性廃棄物の埋立を禁止した結果として、埋立地からのメタン排出量は今後数
年間で減少する。したがって、 2012年にはメタンの排出量は、55,400トン（ピーク時1996年
の20％）との予想

①

6 デンマーク 新しい戦略の結果として、2-3の新規バイオガス発電所が2012年までに設立されることが期待
される（2002年の時点で、既存の埋立地ガス発電所は25箇所）。メタン回収の最大量は、
1998年の約13,200トンがピークで、この先は、徐々に低下し続ける見込みである

①

7 デンマーク 【新しい施策】埋立地を覆っているメタンの酸化の文書化を目指して、開発プロジェクトの
サポートしている。ガス発生が比較的少ないがために、回収ガスの利用において収益性がな
い、あるいはガス生産が有益ではない埋立地に向いている。最適な酸化を確実にすることに
より、埋立地からのメタン排出量を削減することができる

①

8 デンマーク 【廃棄物分野に関する政策と施策】埋立地のメタンから、コスト効率のよいエネルギー抽
出・活用の一層拡大が起こりえるか、調査している

①

9 デンマーク ①

10 デンマーク ①

1 エストニア 主な施策は、埋立量の削減、および、メタンの回収 ①




